
Ｉ
Ｄ
Ｄ
で
杭
打
ち
施
工
を
効
率
化

　オフショアマリンセンター２　　　　
　　　　　　　　　　　　　　（シンガポール）　

１

五洋建設

重大災害ゼロで完成させた

約本の杭を短期間で打設

　
シ
ン
ガ
ポ

ル
は
ア
ジ
ア
の

ハ
ブ
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
産
業

の
集
積
地
と
な
る

中
で
も
良

質
な
イ
ン
フ
ラ
を
背
景
に

船

舶
や
海
洋
構
造
物
の
製
造

整

備

修
理
な
ど
で
高
い
技
術
を

提
供
す
る
産
業
が
集
ま

て
い

る

オ
フ
シ

ア
マ
リ
ン
セ
ン

タ

２
の
整
備
プ
ロ
ジ

ク
ト

は

同
国
西
部
の
ト

ア
ス
地

区
に
位
置
し

オ
イ
ル
や
ガ
ス

な
ど
海
洋
資
源
開
発
関
連
企
業

の
支
援
基
地
︵
港
湾

施
設
︶
を

五
洋
建

設
の
設
計
・
施
工
で

建
設
し
た


　
同
地
区
は
北
が
西

部
集
水
域

東
が
パ

イ
オ
ニ
ア
区
域

西

が
ジ

ホ

ル
海
峡

に
囲
ま
れ

岸
壁
水

深




岸
壁
延

長
１
９
０


岸
壁



と
バ

ク
ヤ


ド
２
０
０

を
合
わ

せ
て

奥
行
き
２
３

０

の
規
模
と
な


て
い
る

同
プ
ロ
ジ


ク
ト
で
は
主
に
特

殊
船
舶
用
の
岸
壁


オ
イ
ル
リ
グ
関
連
資

機
材
を
組
み
立
て
・
整
備
す
る

バ

ク
ヤ

ド

管
理
棟

配

電
設
備
施
設
を
整
備

工
期
は

２
０
２
０
年
２
月


年
３

月


　
岸
壁
エ
リ
ア
に
は

鋼
管
杭

︵
直
径
１
６
０
０

︶
１
０
４

本

場
所
打
ち
Ｒ
Ｃ
杭
︵
１
５

０
０

︶
１
０
４
本

同
︵
１

２
０
０

︶
本
を
打
設
し
た


７
０
０
０
立
方

の
コ
ン
ク
リ


ト
を
打
設
し
た

岸
壁
エ
リ

ア
直
前
の
浚
渫
土
量
は
４
万
立

方

に
上

た


　
バ

ク
ヤ

ド
は

大
き
な

設
計
荷
重
︵
２
５
０


︶
に

対
し
て

全
域
を
プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
コ
ン
ク
リ

ト
杭
︵
Ｐ
Ｈ

Ｃ
杭
︶
で
支
持
す
る
構
造
と
し

た
が

約
６
０
０
０
本
の
杭
を

短
期
間
で
打
設
す
る
の
は
難
し

い

多
く
の
工
種
を
短
い
時
間

で
こ
な
す
た
め

杭
打
ち
施
工

の
効
率
化
を
図
る
目
的
で
﹁
Ｉ

Ｄ
Ｄ
︵
イ
ン
テ
グ
レ

テ

ド

・
デ
ジ
タ
ル
・
デ
リ
バ
リ

︶

プ
ラ

ト
フ


ム
﹂
を
活
用

し
た


　
Ｉ
Ｄ
Ｄ
は
建
設
プ
ロ
セ
ス
の

統
合
と
関
係
者
の
連
携
を
目
的

と
し
た
デ
ジ
タ
ル
技
術

従
来

の
Ｖ
Ｄ
Ｃ
︵
バ

チ

ル
・
デ

ザ
イ
ン
・
ア
ン
ド
・
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ

ン
︶
に
▽
デ
ジ
タ
ル

に
よ
る
設
計
▽
デ
ジ
タ
ル
に
よ

る
プ
レ
フ

ブ
化
▽
デ
ジ
タ
ル

に
よ
る
施
工
▽
デ
ジ
タ
ル
に
よ

る
維
持
管
理

の
４
要
素
を
加

え
た


　
同
国
で
建
設
Ｄ
Ｘ
に
位
置
付

け
ら
れ

施
工
状
況
と
Ｂ
Ｉ
Ｍ

モ
デ
ル
を
瞬
時
に
リ
ン
ク
さ
せ

活
用
し

杭
打
設
順
序

杭
打

ち
機
の
配
置

必
要
長
の
推
定

な
ど
を
仮
想
空
間
で
最
適
化
す

る

Ｉ
Ｄ
Ｄ
プ
ラ

ト
フ



ム
に
よ
る
設
計
か
ら
竣
工
ま
で

一
貫
し
た
デ

タ
管
理
︵
Ｂ
Ｉ

Ｍ
モ
デ
ル
を
含
む
︶に
よ

て


工
事
管
理
の
高
度
化
と
生
産
性

向
上

品
質
向
上
に
取
り
組
ん

だ


　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
で

発
注
者
か

ら
の
現
場
引
き
渡
し
が
７
・
５

カ
月
遅
れ
た

作
業
員
不
足
や

感
染
対
策
に
よ

て
９
・
５
カ

月
の
進
捗
遅
れ
も
あ

た
が


発
注
者
と
合
意
し
た
修
正
工
期

内
の
工
事
完
成
を
重
大
災
害
ゼ

ロ
で
達
成

発
注
者
の
Ｊ
Ｔ
Ｃ

コ

ポ
レ

シ

ン
か
ら
高
い

評
価
を
得
た


　

　

　
海
外
建
設
協
会
︵
海
建
協


佐
々
木
正
人
会
長
︶
の
﹁
第
３

回
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｊ
Ｉ
プ
ロ
ジ

ク
ト

賞
﹂
の
受
賞
７
作
品
を
詳
報
し

ま
す

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